
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  各教科の調査問題より  
 

 (1) 小学校国語  

 

〔 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 〕 Ｂ 書 く こ と  ウ  

趣 旨 ：  目 的 や 意 図 に 応 じ 、 取 材 し た 内 容 を 整 理 し な が ら 記 事 を 書 く こ

とができ るか どう かを み る。  

国 語 Ｂ□1 （三 ） 

○   解 答 類 型 ４の反 応 率 は５２．７％です。 
○   半 数 以 上 の 児 童 が 、 条 件 ① ａ の    部 の

理 由 として、 「（一 年 生 のみんなに）様 々な形
を教 えてあげたら喜 んでくれた」、または、条 件
① ｂ の 「 目 を 細 め なが ら 明 る い 声 」 の い ず れ か
一 方 の み を 解 答 し 、 複 数 の 情 報 を 的 確 に 関
係 付 けてまとめることができていません。 

新聞記事を書く際、伝えたいこ
とが読み手に伝わるように整理
して書かせることが大切です。 
指導の工夫として、読み手に伝

えたいことの中心を明確にした
上で、自分で調べた内容や、関係
者に取材した内容の中から取捨
選択させることが考えられます。 

【解 答 類 型 】                                         栃 木  （全 国 ・ 公 立 ）  

1 ．条 件 ①ａ 、ｂ の 両 方 と 、条 件 ②は 満 たして いる が、 条 件 ③ は満 たし て     ０％  （    ０ ％）  

いな いもの  

2 ．条 件 ①ａ 、ｂ の 両 方 を 満 たして いる が、 条 件 ② は満 たし て いな いも の   ３．４ ％ （  ３ ．０％）  

※ 条 件 ③ を 満 たして いるかどうか は不 問 とする  

3 ．条 件 ①ａ または ｂの いずれ か 一 方 を 満 たして いるも の  ５２．７ ％  （５０ ．２ ％）  

※ 条 件 ② 、③ を 満 たし ているか どうか は 不 問 と する  

4 ．上 記 以 外 の 解 答   ８．７ ％ （  ８ ．１％）  

【正 答 の 条 件 】  

次 の 条 件 を 満 たして 解 答 して

いる 。  

① 以 下 の内 容 を合 わせて書 いて

いる。 

 ａ  「 （ 一 年 生 のみ んな に）様 々

な形 を教 えて あ げたら 喜 んで

くれた」  

ｂ  目 を 細 めな がら 明 る い声  

 ※  「 目 を 細 めて いる」 「明 る い

声 」の いずれか 一 方 の みを

取 り 上 げて いる ものも 含 む。  

② 一 文 で 書 いて いる 。  

③ 書 き出 し の 言 葉 に 続 けて 、

40 字 以 上 、70 字 以 内 で書 い

ている。  

正 答 率 ３１．５％（３ ４．７ ％）  

無 解 答 率 ３．８％（  ４ ．０％）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 中学校国語  

 

〔 第 １ 学 年 〕 Ｂ 書 く こ と  ウ  〔 第 ２ 学 年 〕 Ｃ 読 む こ と  ウ  

趣 旨 ：  文 章 の 構 成 や 展 開 を 踏 ま え 、 根 拠 を 明 確 に し て 自 分 の 考 え を

書 く ことが できる か どうか をみる 。  

国 語 Ｂ□3 三  

○  解 答 類 型 ３ の 反 応 率 は 、 全 国 よ
り６．１％高 い６０．２％です。 

○  誤 答 に は 、 話 の 展 開 を 適 切 に 取
り上 げて書 くことができていない もの
や、話 の展 開 の説 明 と 自 分 の考 え
の理 由 と を 結 び付 け て書 くこと がで
きていないものなどがあります。 

文章の展開について自分の考えを
もたせるためには、作品の全体像を捉
えた上で、場面の役割等を分析的に考
えさせる必要があります。 
例えば、この場面がなかったらどの

ように作品の印象が変わるかなどに
ついて話し合う学習活動が考えられ
ます。 

【正 答 の 条 件 】  

次 の 条 件 を 満 たして 解 答 して い る 。  

① 最 後 の 一 文 が あっ た方 がよ いか、 な い

方 がよ いかを 明 確 にし て、 自 分 の 考 え を

書 いている。 

② 話 の展 開 を適 切 に 取 り 上 げて 、理 由

を書 いて いる。  

③ ５０字 以 上 、 ８０ 字 以 内 で 書 いて いる 。  

【解 答 類 型 】                                        栃 木  （ 全 国 ・ 公 立 ）  

1．条 件 ① 、② を 満 たし 、 条 件 ③を 満 たさ な いで 解 答 し て いるも の   ０．１ ％ （  ０ ．１％）  

2．条 件 ① 、③ を 満 たし、 条 件 ② を 満 たさ な いで 解 答 し て いるも の  ６０．２ ％ （５４ ．１ ％）  

3．条 件 ② 、③ を 満 たし 、 条 件 ①を 満 たさ な いで 解 答 し て いるも の   ０．１ ％ （  ０ ．２％）  

4．上 記 以 外 の 解 答   ３．１ ％ （  ３ ．３％）   

≪問 題 について≫ 

本 設 問 は、本 文 の最 後 の一 文 があっ

た 方 が よ い か 、 な い 方 が よ い か に つ い

て 、 根 拠 を 明 確 に し て自 分 の 考 え を 書 く

場 面 が設 定 されています。 

最 後 の 一 文 が あ る 場 合 と な い 場 合 と

で 読 み 手 が 受 け る 印 象 の 違 い を 捉 え た

上 で 、どちら かの立 場 に 立 ち 、 話 の 展 開

を 根 拠 に 自 分 の 考 えを 書 く こ と が 求 め ら

れています。 

正 答 率 ２７．１％（３ １．１ ％）  

無 解 答 率 ９ ．４％（１１ ．２％）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 小学校算数  

 

〔 第 ４ 学 年 〕 Ｃ 図 形 （ １ ） ア ・ イ  

趣 旨 ：  示 さ れ た 二 組 の 道 の り が 等 し く な る 根 拠 と し て 、 図 形 を 見 い だ し 、

その図 形 の性 質 を 言 葉 と記 号 を 用 いて 記 述 で きるか どう かを みる。  

【正 答 の 条 件 】  

次 の ①、 ②の 全 てを 書 いて いるもの 。  

①  地 図 に は 平 行 四 辺 形 （ ＥＦＧ Ｈ）が ある

こと。  

② 「 向 か い合 った２ 組 の辺 の 長 さが そ れぞ

れ等 し い」と いう 特 徴 が あること。  

【解 答 類 型 】             栃 木 （ 全 国 ・ 公 立 ）  

１．① 、② の 全 てを 記 述  ２２ .８％（２７ . ７％）  

２．① 、② の 他 に 、② 以 外 の  ６ .７％（  ７ .４％）  

平 行 四 辺 形 の 特 徴 も 記 述  

３．① のみ を 記 述  ２４ .１％（２３ . ５％）  

４．② のみ を 記 述  １ .０％（  １ .３％）  

５．上 記 以 外 の 解 答  ２９ .４％（２６ . ８％）  

授業では、日常の事象と図形の約束や性質を
関連付けながら考えたり、説明したりする活動
を設けることで、日常生活と図形の関連につい
て意識を高めることができます。 
書く活動を行う際には、根拠が十分である

か、筋道を立てた分かりやすい説明であるか等
の視点から、書いたものを自分で振り返る活動
や、互いに見合う活動等を工夫しましょう。 
また、記述式問題では、思考・判断したこと

をどの程度表現できているのかを、児童の記述
から把握し、実態に応じたきめ細かな指導の方
策を考えましょう。 

 

○  解 答 類 型 ３ の 反 応 率 は ２ ４ . １ ％
で す 。 こ れ ら の 児 童 は 、 平 行 四 辺
形 を 見 い だ す こ と は で き て い ま す
が 、 示 さ れ た 情 報 と 図 形 の 性 質 を
関 連 付 け て 記 述 で き て い な い と 考
えられます。 

○  解 答 類 型 ５ の 反 応 率 は ２ ９ . ４ ％
で す 。 こ の 中 に は 、 問 題 に 示 さ れ て
い る 条 件 や 結 論 を そ の ま ま 記 述 し
ていると考 えられるものがあります。 

算 数 Ｂ□1 （３） 

正  答  率  ２２．８ ％（ ２ ７．７％）  

無 解 答 率  １６．０ ％（ １ ４．３％）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔 第 １ 学 年 〕 Ｄ 資 料 の 活 用 （ １ ） イ  

趣 旨 ：  資 料 の 傾 向 を 的 確 に 捉 え 、判 断 の理 由 を 数 学 的 な 表 現 を用 い 

て説 明 する ことが できる かどう かを みる 。  

数 学 Ｂ□5 （２） 

【解 答 類 型 】          栃 木 （全 国 ・ 公 立 ）  

１．① 、④ に つ いて 記 述   ０ . １％  （  ０ .１ ％）    ５． ②に つ いて 記 述         ０ .１ ％  （  ０ .１ ％）  

２．② 、④ に つ いて 記 述   ０ . ０％  （  ０ .０ ％）    ６． ③に つ いて 記 述       １８ .２％  （１９ . １ ％）  

３．③ 、④ に つ いて 記 述   ３ . ５％  （  ３ .８ ％）    ７． 誤 った 数 学 的 根 拠 、  

                            誤 ったグ ラフの 読 み取 り  ３５ .６％  （３５ .５ ％）  

４．① に ついて 記 述      ０ .２ ％ （  ０ .３ ％）    ８ ．上 記 以 外 の 解 答      １２ .５ ％ （１１ . ５ ％）  

(4) 中学校数学  

○ 解 答 類 型 ７の 反 応 率 は３ ５ .６％ で し た。具
体 例 と し て、「落 とし物 が０個 の学 級 があるた
め平 均 値 は 下 が っ たけ れ ど 、 ２ ４個 の 学 級 は
増 えているから」というものがあります。こうした
記 述 は、グラフを読 み取 る際 に、階 級 の解 釈
を誤 っていると考 えられます。 

○  解 答 類 型 ８ の 反 応 率 は １ ２ . ５ ％ で し た 。 そ
の中 には、グラフではなく表 を根 拠 に説 明 して
いるものがあります。設 問 で求 められている条
件 を満 たしていないと考 えられます。 

資料の傾向を捉える際は、平均
値だけでなく、他の代表値を求め
たり、グラフで分布の特徴を視覚
的に捉えたりできるように指導
しましょう。 
授業では、判断の根拠を互いに

伝え合う場面を設定し、相手の主
張が数学的根拠として正しいか
どうか、根拠が十分であるか（不
足はないか）等について、考察し
合うなどの工夫が考えられます。 

正  答  率  ２２ ．１％（２ ３．３％）  

無 解 答 率  ２９ ．８％（２ ９．７％）  

【正 答 の 条 件 】  

次 の ①、 ④、 または ②、 ④、ま たは ③、 ④に つ いて

記 述 し て いる も の。  

①  ２ 回 目 の 調 査 結 果 では、 落 とし 物 が 極 端 に

少 な い学 級 が あるか ら 、 平 均 値 が下 がって いる

こと。  

②  １ 学 級 を 除 くと グ ラ フの 形 が ほとん ど変 わっ て

いな いこと 、 中 央 値 が 含 まれる 階 級 が 変 わ らな

いと 、最 頻 値 が 変 わ らな いことの いずれか 。  

③  落 とし 物 の 個 数 が ２４個 以 上 ２７ 個 以 下 の 学

級 が 増 え て いること 。  

④  １ 回 目 の 調 査 結 果 より２回 目 の調 査 結 果 の

方 が 、 必 ずし もよく なっ たとは言 い切 れな いこと 。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 小学校理科  

〔 第 ４ 学 年 〕 Ａ  物 質 ・ エ ネ ル ギ ー  (2) ア  

〔 第 ５ 学 年 〕 Ａ  物 質 ・ エ ネ ル ギ ー  (2) ア  

趣 旨 ：  熱 膨 張 が小 さ い金 属 に つ いて 、グ ラフ を基 に 考 察 し て分 析 し た  

内 容 を 記 述 できる か どう かを みる 。 

理 科 □1 （３） 

○ 解 答 類 型 ４の反 応 率 は２３．５％でした。こ
の よ う に 解 答 し た 児 童 は 、 鉄 の 長 さ の 変 化
についてのみ記 述 しており、４つの金 属 を比
較 し 、鉄 が 温 度 に よ る長 さ の変 化 が最 も少
な い と い う 判 断 に 至 る ま で の 根 拠 と な る 事
実 を表 現 できていないと考 えられます。 

○  解 答 類 型 ５ 、 ６ 、 ７ の 反 応 率 を 合 わ せ る と
１ ６ ． ６ ％ で し た 。 根 拠 と な る 事 実 を 正 確 に
捉 え 、 表 現 す る こ と が で き て い な い と 考 え ら
れます。 

考察したことを説明する際には、
観察、実験の結果を基に「事実」と
「解釈」の両方を示すことが大切で
す。 
指導に当たっては、表現したこと

を振り返り、事実の捉えは適切か、
解釈した内容は問題と正対している
かなどを確認するとともに、事実と
解釈の両方を表現することがより適
切な説明になることを捉えられるよ
うに指導することが大切です。 

【正 答 の 条 件 】  

４を選 択 し 、次 の 条 件 ① 、 ②を 満 たして いる も の  

  

① 「 鉄 はア ル ミニウ ム、 銅 、 金 、鉄 の 中 で 最 も 温

度 に よる長 さ の 変 化 が 小 さ い」な ど、 グラ フに 示

された金 属 のうち、 鉄 の 膨 張 が 最 も 小 さ いこと

を示 す 趣 旨 で 解 答 して いるも の。   

② 「ふ りこ の 長 さが 最 も変 わり にく い」な ど、 振 り

子 の 長 さ への 影 響 を 示 す趣 旨 で 解 答 して いる

もの。   

【解 答 類 型 】                            栃  木   （全 国 ・公 立 ）  

１．４ を選 択 し 、① ②の 条 件 を 満 たして いるも の       ２ ．７ ％  （  ３．２％）  

２．４ を選 択 し 、① のみ を 記 述 し て いるも の         ５５ ．１ ％  （５８ ．６％）  

３．４ を選 択 し 、② のみ を 記 述 し て いるも の          １． ０％   （  １ ．０％ )  

４．４ を選 択 し 、上 記 以 外 の 解 答 又 は 無 解 答       ２３ ．５ ％  （２１ ．２％）  

５．１ を選 択 し て いるもの                     ９． ８％   （  ８ ．６％）  

６．２ を選 択 し て いるもの                     ３． ７％   （  ３ ．２％）  

７．３ を選 択 し て いるもの                     ３． １％   （  ２ ．９％）  

正  答  率  ５８．８ ％（６ ２．８％）  

無 解 答 率   ０ ．９％（  １．１％）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す いて  

 

 

 

 

 

 

(6) 中学校理科  

〔 第 ２ 学 年 〕 第 ２ 分 野  (4 )気 象 と そ の 変 化  イ  天 気 の 変 化                                  

（ ァ )霧 や 雲 の 発 生  

趣 旨 ：  雲 の 成 因 に 関 す る 知 識 を 活 用 し て 、 資 料 を 基 に 他 者 の 考 察 を

検 討 し て 改 善 し 、 水 の 状 態 変 化 と 関 連 付 け て 雲 の 成 因 を 正 し く 説

明 する ことが できる か どうかを みる。   

理 科 □2 （３） 

○ 解 答 類 型 ６ の 反 応 率 は ３ ７． ３ ％ でし た 。 解 答
の具 体 的 な例 として、「上 昇 した空 気 のかたまり
が膨 張 し て、温 度 が上 がる」等 の誤 答 が見 られ
ます。これは、空 気 の体 積 の変 化 と気 温 の変 化
の関 係 を理 解 できていないと考 えられます。 

○ 解 答 類 型 ４の具 体 的 な例 として、「水 滴 があた
ためられて水 蒸 気 になり 雲 ができる」とい う誤 答
が見 ら れます 。こ れ は、雲 が水 滴 （氷 の 粒 ）であ
ると理 解 できていないものと考 えられます。 

より適切な考察にするため
に、自分の考察を振り返った
り、他者の考察をグループで検
討して改善したりする学習場
面を設定することが大切です。 
また、授業において、複数の

実験結果や資料を扱うことで、
多面的・総合的に思考できるよ
うにすることが大切です。 

【正 答 の 条 件 】  

エを 選 択 し、 次 の 条 件 ①、 ②を 満 たして いる

もの  

  

① 水 蒸 気 が 水 滴 （ 氷 の粒 ） に 状 態 変 化 する

ことに つ いて 記 述 して いるもの。  

 

② 水 蒸 気 が 冷 やさ れ ることに つ いて 記 述 して

いるも の。   

【解 答 類 型 】                           栃  木   （ 全 国 ・公 立 ）  

１．エ を 選 択 し 、 ①② の 条 件 を 満 たして いるも の  １４．７ ％ （１３ ．３ ％）  

２．エ を 選 択 し 、 ①の み を記 述 して いる もの  ０．２％  （  ０．３ ％）  

３．エ を 選 択 し 、 ②の み を記 述 して いる も の  ０．７％  （  ０．９ ％）  

４．エ を 選 択 し 、 上 記 以 外 の 解 答 又 は 無 解 答  ２５．８ ％ （２７ ．６ ％）  

５．ア を選 択 して いるも の  １４．７ ％ （１４ ．４ ％）  

６．イ、ウ を 選 択 し て いる もの  ３７．３ ％ （３６ ．５ ％）  

正  答  率  １５．６ ％ （１ ４．５％）  

無 解 答 率   ６ ．５％（  ６．７％）  


